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NeststructuresofC.esa だ 〃aresimilartothoseofC.megastig 脚 α 的,butnestsizeofC.e ” た 〃

issmallerthanthatofC.megastigmai α ・NestinghabitsofC.esakiidifferfromthoseofC. 〃 泥 －

gastigmatainthefollowing:Longemptyspacesaresituatedinthebottomofburrowswhich

exceedabout70mmdeep.Pithparticlesandlarvalfacesarenotsweptawayfromnests.

Nestsaremadeinrathermoistareas.

は じ め に

！" 》 ” 属9 種(Yasumatsu日 本 産 C e ” " ？ ” 属 9 種 ( Y a s u m a t s u &

Hirashima1969) の う ちC 加 刀"ensis を 除

く 8 種 の 営 巣 習 性 が 知 ら れ て い る が （ 塩 川

1981, 根 来1980 等), 北 海 道 か ら 九 州 ま で の

山 地 に 分 布 す る C . e s α 角 〃 に つ い て は ， 根 来

(1980) の 記 述 以 外 の 報 告 が 無 い 。

本 報 告 で は 断 片 的 な 資 料 な が ら C . e s α 城 の

営 巣 習 性 に つ い て い く つ か の 知 見 を つ け 加 え

た い と 思 う 。

営 巣 枝 の 状 況

営 巣 枝 を 発 見 で き た 場 所 は ， 石 川 県 金 沢 市

医 王 山 ， 石 川 県 白 山 山 麓 ， 青 森 県 岩 木 I l l 山 麓 ≦

青 森 県 萱 野 高 原 で あ ' ) ， ヤ マ ア ジ サ イ ， ノ リ

ウ ツ ギ ， タ ニ ウ ツ ギ ， ヤ マ ブ キ ， モ ミ ジ イ チ

ゴ の 枯 枝 か ら 発 見 さ れ た 。 そ れ ら の 場 所 は い

ず れ も ， あ ま り 明 る く な い 谷 ぞ い 又 は 流 水 ぞ

い で あ っ て ， 湿 度 が 高 く ， 乾 燥 す る こ と の な

い と 思 わ れ る 所 で あ っ た 。
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営 巣 枝 は 地 上 5 c m か ら 5 0 c m の 高 さ で 見 ら れ

た が ， 株 の 奥 の 方 で 低 く 水 平 に 位 置 し て い る

も の が 多 か っ た 。

営 巣 枝 の 外 部 直 径 は3.2nim か ら5.5nim, 髄 直

径 は2.2mm か ら3.2mm, 平 均2.8mm で あ っ た 。

巣 構 造

図 1 に 各 巣 の 様 子 を 示 し た 。

坑 長 は 5 3 m m か ら 1 4 9 m m で 長 い 坑 の 場 合 は 入

口 か ら60mm か ら70mm く ら い が 利 用 さ れ て い て ，

そ の 奥 は ， 空 室 の ま ま 残 さ れ て い る こ と が 多

か っ た （ 図 1 － 5 ， 6 ， 7 ， 1 4 ) 。

ま た ， 営 巣 枝 の 再 利 用 と 思 わ れ る も の ， 他

種 の 巣 の 利 用 と 思 わ れ る も の が あ っ た （ 図 1

－5 ，8 ，14) 。

入 口 部 の 坑 直 径 は1.7mm か ら2.2mm. 転 向 室

と 思 わ れ る 部 分 が 存 在 す る 巣 （ 図 1 － 6 ， 8 ，

1 5 ） が あ っ た が ， 存 在 し な い も の の 方 が 多 い

よ う で あ る 。

育 房 は 周 囲 の 巣 壁 よ f ) け ず り と ら れ た 髄 〈
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図I C . e s a k 〃 の 営 巣 枝

1 : 1 9 7 6 年 5 月 1 4 日 岩 木 山 山 麓 新 捌 巣 1 * 8 : 同 1 早 4 育 房 と 花 粉 塊 ． 第 1 ～ 第 3 房 は 幼

2 ： 1 9 7 6 年 5 月 1 3 日 萱 野 高 原 越 冬 巣 1 $ 虫 ， 第 4 房 は 卵 ． カ リ バ チ 類 の 巣 坑 を よ り 広 げ
3 ： 1 9 7 7 年 5 月 1 5 日 医 王 山 新 掘 巣 1 ￥ た も の と 思 わ れ る 。

4 ： 1 9 8 2 年 6 月 1 7 日 岩 木 山 山 麓 新 掘 巣 1 ￥ 9 ： 1 9 7 7 年 6 月 1 5 日 医 王 山 新 掘 巣 1 ¥ 2 育

5 ： 同 1 早 少 量 の 花 粉 ． 最 奥 に オ オ エ ン モ ン バ 房 と も 卵 ， お よ び 少 : M こ 花 粉 ．

チ 1 ￥ の 死 骸 が あ る ． 既 存 巣 を オ オ エ ン モ ン バ 1 0 , 1 1 , 1 2 : 各 々 ， 花 粉 塊 の み ， 花 粉 塊 と 卵 ， 花 粉 塊
チ が 掘 り こ み ， そ の 後 C . e s a だ 〃 が 掘 り 広 げ た と 幼 虫

も の と 思 わ れ る 。 1 3 : 1 9 8 0 年 7 月 2 1 日 岩 木 山 山 麓 新 掘 巣 1 ¥

6 ： 同 新 掘 巣 1 ￥ 長 い 空 房 と 花 粉 塊 の み の 1 5 育 房 全 て サ ナ ギ ， フ ン は 全 て 育 房 の 奥 に あ り

房 し き り の 中 に は ま じ ら な い 。

7 ： 同 紺 抑 巣 1 ￥ ご < : , l l l い 坑 が よ り 奥 へ つ づ 1 4 : 同 1 早 6 房 全 て サ ナ ギ ， フ ン の 状 態 は 1 3 と

い て い た が 既 存 坑 と い え る ほ ど の も の で は な い ． 同 じ ． 既 存 巣 を よ り 広 げ た も の と 思 わ れ る 。
長 い 空 房 が 2 房 と 5 育 房 ， お よ び 少 並 の 花 粉 1 5 : 1 9 7 6 年 8 月 2 1 日 白 山 山 麓 新 掘 巣 1 3

奥 の 2 房 は 幼 虫 ， 第 3 ， 第 5 房 は 卵 第 4 房 は 1 6 ： 同 既 存 巣 1 早

花 粉 塊 の み 。 1 7 ： 同 既 存 巣 1 牛
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C ､ 2 ” た 〃 の 営 巣 習 生

表 I C e r a 〃 " α 属 各 種 の 営 巣 習 性 比 較

該 当 例 の み ら れ た も の に ○ 印 を 記 し た 。

ft1)megastigmat α とesa 々 〃 の2 種 の 巣 で は 主 に 転 向 室 は 認 め ら れ

な い が ， 時 に 転 向 室 と 思 わ れ る ふ く ら み が 存 在 す る こ と が あ る

注 2 ） 数 百 巣 の 観 察 の 内 1 例 の み I l l 巣 再 利 用 を 認 め た 。

ず で 仕 切 ら れ ， そ の 入 口 側 は 堅 く ス ム ー ス に

押 し か た め ら れ ， 奥 側 は ラ フ で あ る 。 両 面 と

も す こ し く ぼ む 。 厚 さ1mm か ら2.5mm,1mm 強

の も の が ほ と ん ど で あ る 。 育 房 直 径 は 2 . 2 m m

か ら2.9mm. 育 房 長 は4.6mm か ら7.3mm で あ り 、

5 m m ほ ど の も の が 多 い 。

花 粉 塊 は( 図1-10,11) ， 幅2mm. 長 さ2.7

mm か ら3mm. 高 さ1.2mm か ら1.4mm の 直 方 体 で

上 面 に み ぞ ． が 認 め ら れ る 。

卵 は 花 粉 塊 の 奥 側 上 面 に 頭 端 を 入 口 に 向 け

て 着 き ， 腹 端 は 房 壁 に 固 着 す る 。

卵 の 産 み つ け ら れ て い な い 育 房 が い く つ か

見 ら れ た （ 図 1 － 6 ， 7 ) 。

サ ナ ギ の い る 育 房 の 仕 切 り に 幼 虫 の 排 池 物

が ま じ る こ と は 無 く ， 排 世 物 は 育 房 の 後 端 に

あ る （ 図 1 - 1 3 , 1 4 ) 。 ま た 仕 切 り が ぐ ず ぐ ず

に な っ て い る こ と も な く ， そ の 取 り は ら い も

見 ら れ ず ， 親 蜂 は 育 房 内 の 見 回 り は 行 わ な い

も の と ‘ 思 わ れ る 。

観 察 さ れ た 最 大 育 房 数 は 6 で あ る が ， 営 巣

枝 の 利 用 さ れ て い る 坑 長 を 考 え る と 1 0 を 越 え

る こ と は 無 い だ ろ う と 思 わ れ る 。

複 数 雌 の 存 在 す る 巣 は 観 察 さ れ な か っ た 。

8 月 中 に 得 ら れ た 巣 に 雌 の 新 し く 掘 坑 中 の

も の や 育 房 の 存 在 す る も の が 無 か っ た と こ ろ

か ら ， 年 1 化 で あ ろ う と 思 わ れ る 。

他 種 と の 比 較

表 1 は ， 塩 川 ( 1 9 8 1 ) の も の に 多 少 つ け 加

え た も の で あ る 。 塩 川 （ 1 9 8 1 ） の 述 べ た と う

' ) C e r a " " 〃 ” 亜 属 で は 花 粉 団 子 は 卵 型 で あ

0 , 卵 を 着 け る 場 所 は 花 粉 団 子 で あ る 。 そ れ

に 対 し,Cera"" α 亜 属 と 八tocerattna 亜 属 で

は C S α 々 〃 も ふ く め て 方 型 花 粉 団 子 ， 育 房 壁 へ

の 卵 付 着 と な っ て い る 。

巣 坑 入 口 近 く の 転 向 室 は 時 に 存 在 す る ” 2 9 ‐

gastigmata と9S α 陀 虎 を 除 い て 全 て に 存 在 す る 。

小 型 の 種9s α 〃 必 加 α 〃isatoi3 種 で は 雌

の 巣 中 見 ま わ り は 無 い よ う で あ る 。 ま た ， よ

り 開 け た 所 を 主 な 営 巣 場 所 と す る ／ " z り ゆ e s .

畑 α 虹i,s α 加z の3 種 に は 旧 巣 の 再 利 用 は ほ と

ん ど 無 い よ う で あ る 。

C.es α 片 〃 の 巣 構 造 はc 〃 だgastigmata の も

の(Maeta&Katayama1978) と 似 て い る

が ， よ') 小 さ い 。 ま たC.rnegast 壇 刀 化zm と は 、

巣 中 見 ま わ り ， 育 房 壁 の と ' i は ら い ， 巣 坑 の
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亜 属 種 ：

o "々 α 〃 α ” ，

C 〃 てz 〃 ”zaza･ﾉ ”Owz “
｡ ロ ア ｡ .

// α" 妙Cs

Ceratine,

加 噌astigmata

“ α"7,

r 抑 ”(1

S α/( フ

Ncdceratiiia 叱 れ 〃 ”

花 粉 卵 産 付 卵 未 j
空 室

団 子 場 所 付 育 I

仕 切 壁
未 造 成
な い し
撤 去

転 向 室
雌 巣 中 旧 巣 複 数

見 ま わ り 再 利 用 雌 巣

卵 型 花 粉 団 子 ○ ○ ○ ○ ○ C

卵 剛 花 粉 団 子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ C

卵 型 花 粉 団 子 ○ ○ ○ ○ ○ 注 2 Ｃ Ｃ○ ○○画 掴 ○○○ ○○ ○壁 確 壁一 房 一 房 一 房育 育 育汗 １ 汗 型 肝 ｆ方 方 方

方 姻 育 房 壁 ○ ○ C

方 叩 育 房 壁 ○ 不 I ﾘ I
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利 用 部 分 で 違 い が 見 ら れ ， ま た ， 営 巣 場 所 も

少 し 異 な る よ う で あ る 。
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C e r a t i n a 属 は 成 虫 で 越 冬 し ， 通 常 は 1 個 体
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巣 を 観 察 し 得 た の で 報 告 す る 。

図 1 の 1 は ， 1 9 7 4 年 3 月 2 7 日 石 川 県 金 沢 市
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報

金 沢 大 学 椛 内 の ヤ マ ブ キ よ り 得 た も の で , c .

加 α ” の431 早 が 奥 に お り,C.flavipes の

1 早 が 入 口 側 に い た も の で あ る 。

図 1 の 2 は ， 1 9 8 0 年 1 0 月 2 4 日 富 山 県 大 沢 野

町 猿 倉 山 の ス ス キ よ り 得 た も の で,c. β α ひ わ2s

の1 早 が 奥 に お り,C.ja 加nica の1 早 が 入 口

側 に い た も の で ､ あ る 。

と も に,c. 畑 α 〃ic.jﾙﾘ 秒2s の 先 住 者 の

い る 巣 坑 を よ') 掘') 広 げ てC.flavipes,C.ja

加 n i c a が 入 0 こ ん だ も の と 思 わ れ る 。

2 c m
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図 l 異 種 同 居 の 越 冬 巣

:C.iuﾉate 〃 とC β α"/ 〆s

:C. 〃 α ”' “ とc./ α 加 加 “
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